
■「固体の弾塑性力学」 初版第 2刷（2017年 9月 10日）の正誤表 

 

 

(4) p.13，図 1.7の下 

「単位面積」⇒「単位体積」 

 

(5) p.13，式（1.35）の上 

「𝑋方向の力のつり合い」⇒「𝑥方向の力のつり合い」 

 

(10) p.15，最下行 

(𝜕𝑣/𝜕𝑦)𝑑𝑥 ⇒ (𝜕𝑣/𝜕𝑥)𝑑𝑥 

 

(11) p.16，1行目 

(𝜕𝑣/𝜕𝑦)𝑑𝑦 ⇒ (𝜕𝑢/𝜕𝑦)𝑑𝑦 

 

(16) p.19，式（1.53），式の 2行目の第 1項と第 2項 

−𝜀𝑥 sin𝜃 cos 𝜃 − sin2𝜃
𝜕𝑢

𝜕𝑥
 ⇒ −𝜀𝑥 sin𝜃 cos 𝜃 − sin2𝜃

𝜕𝑢

𝜕𝑦
 

 

(20) p.29，最下行 

「式（1.81）」⇒「式（1.85）」 

 

(21) p.34，式（2.6）の下 3行目 

「未知とすれば」⇒「既知とすれば」 

 

(23) p.36，式（2.9）の下 2行目 

「応力不偏量」⇒「応力不変量」 

 

(25) p.38，最下行 

「式（2.17）を式（2.7）に代入すると」⇒「式（2.17）を式（2.11）に代入すると」 

 

(26) p.39，式(2.20) 

右辺の最後に「= 0」が必要 

 

(27) p.41，式（2.24）の下 

「定数𝐴，𝐵は次式となる」⇒「定数𝐴，𝐶は次式となる」 

 

 



(28) p.58，図 2.16 

𝑥軸は原点 Oから下方向（現状の𝑦軸の方向） 

𝑦軸は原点 Oから右方向（現状の𝑥軸の逆方向） 

 

(29) p.58，式（2.70）の 2行上 

「表面に垂直な外力がない」⇒「表面に垂直および平行な外力がない」 

 

(32) p.68，図 3.4 

図中の角度「𝜃」⇒「𝜃𝑧」．ただし，「𝑟𝜃𝑧」はそのまま． 

1/4楕円のように描かれているが，本来は 1/4円． 

 

(33) p.68，図 3.4の下 2行目 

「断面上𝑓の」⇒「断面上の」 

 

(34) p.69，式（3.11）の次の行 

「式（3.11）の応力を」⇒「式（3.10）の応力を」 

 

(35) p.71，式（3.19） 

𝜕𝜙

𝜕𝑦

𝑑𝑦

𝑑𝑠
+
𝜕𝜙

𝜕𝑥

𝑑𝑥

𝑑𝑠
= 2

𝑑𝜙

𝑑𝑠
= 0 ⇒ 

𝜕𝜙

𝜕𝑦

𝑑𝑦

𝑑𝑠
+
𝜕𝜙

𝜕𝑥

𝑑𝑥

𝑑𝑠
=
𝑑𝜙

𝑑𝑠
= 0 

 

 

(48) p.95，式（4.45），計 2箇所 

「𝑀𝑥𝑦」⇒「𝑀𝑦𝑥」． 

 

(49) p.95，式（4.47）の下，2箇所 

「軸対象」⇒「軸対称」 

 

(50) p.95，式（4.48） 

∇2∇2𝑤 =
𝑑4𝑤

𝑑𝑟4
=
𝑑4𝑤

𝑑𝑟4
+
2

𝑟

𝑑3𝑤

𝑑𝑟3
⋯ ⇒ ∇2∇2𝑤 =

𝑑4𝑤

𝑑𝑟4
+
2

𝑟

𝑑3𝑤

𝑑𝑟3
⋯ 

 

(51) p.95，式（4.49） 

𝑀𝜃の式において，4箇所の「𝜕」⇒「𝑑」 

 

(55) p.119，式（6.21）の下 

「一般に𝐸𝑇 > 𝐸𝐿であるので」⇒「一般に𝐸𝑇 < 𝐸𝐿であるので」 

 

 



 

(56) p.119，式（6.22） 

[𝜎] = [

𝜎𝐿
𝜎𝑇
𝜏𝐿𝑇

] [
𝐸𝐿/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) −𝜈𝐿𝑇𝐸𝑇/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0

−𝜈𝑇𝐿𝐸𝐿/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 𝐸𝑇/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0
0 0 𝐺𝐿𝑇

] [

𝜀𝐿
𝜀𝑇
𝛾𝐿𝑇

] 

⇓ 

[𝜎] = [

𝜎𝐿
𝜎𝑇
𝜏𝐿𝑇

] = [
𝐸𝐿/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) −𝜈𝐿𝑇𝐸𝑇/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0

−𝜈𝑇𝐿𝐸𝐿/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 𝐸𝑇/(1− 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0
0 0 𝐺𝐿𝑇

] [

𝜀𝐿
𝜀𝑇
𝛾𝐿𝑇

] 

 

(59) p.141，式（7.23）の 2行上 

p.141，式（7.24）の下 

p.142，式（7.29）の下 

「弾塑性領域」⇒「塑性領域」 

 

(60) p.145，降伏条件の囲みの中，3箇所 

「𝜎𝑓」⇒「𝜎𝑌」 

 

以上 


